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【手続補正書】
【提出日】平成20年11月14日(2008.11.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像レンズからの光束を分割し、該分割された光束により形成された対の像の位相差に
基づいて、前記撮像レンズの焦点状態を検出する焦点検出装置であって、
　前記撮像レンズの光軸に対して偏心した複数のレンズ部を有するフィールドレンズと、
　前記複数のレンズ部を通過した光束により形成された複数の前記対の像をそれぞれ光電
変換する複数の焦点検出領域を有する受光手段とを有し、
　前記受光手段は、第１の方向での前記位相差を検出する第１の焦点検出領域および第２
の焦点検出領域と、前記第１の方向とは異なる第２の方向での前記位相差を検出する第３
の焦点検出領域および第４の焦点検出領域とを有し、
　前記第１の焦点検出領域と第２の焦点検出領域は、互いに前記撮像レンズからの光軸に
対する距離が異なり、
　前記第１の焦点検出領域と前記第２の焦点検出領域はそれぞれ、該第１および第２の焦
点検出領域の中心とは異なる位置で前記第３の焦点検出領域および前記第４の焦点検出領
域と交差することを特徴とする焦点検出装置。
【請求項２】
　前記第１の焦点検出領域は、前記第２の焦点検出領域よりも前記光軸に近いことを特徴
とする請求項１に記載の焦点検出装置。
【請求項３】
　前記第１の焦点検出領域と前記第３の焦点検出領域とが交差する位置は、前記第１の焦
点検出領域の中心に対して前記光軸に近い側であり、前記第２の焦点検出領域と前記第４
の焦点検出領域とが交差する位置は、前記第２の焦点検出領域の中心に対して前記光軸か
ら遠い側であることを特徴とする請求項１又は２に記載の焦点検出装置。
【請求項４】
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　前記第１の焦点検出領域と前記第２の焦点検出領域は、前記光軸に対する前記レンズ部
の偏心方向と直交する方向に交互に配置されていることを特徴とする請求項１乃至３のい
ずれか１項に記載の焦点検出装置。
【請求項５】
　前記光軸に対する前記レンズ部の偏心方向は、前記撮像レンズの結像面上における水平
方向又は垂直方向であることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の焦点検
出装置。
【請求項６】
　撮像レンズを介して被写体像を撮像する撮像装置であって、
　請求項１乃至５のうちいずれか１項に記載の焦点検出装置と、
　前記焦点検出装置の検出結果に基づいて、前記撮像レンズを駆動する制御部と、
　前記被写体像を撮像して画像信号を出力する撮像素子とを有することを特徴とする撮像
装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明の一側面としての焦点検出装置は、撮像レンズから
の光束を分割し、該分割された光束により形成された対の像の位相差に基づいて、撮像レ
ンズの焦点状態を検出する。該焦点検出装置は、撮像レンズの光軸に対して偏心した複数
のレンズ部を有するフィールドレンズと、該複数のレンズ部を通過した光束により形成さ
れた複数の対の像をそれぞれ光電変換する複数の焦点検出領域を有する受光手段とを有す
る。受光手段は、第１の方向での位相差を検出する第１の焦点検出領域および第２の焦点
検出領域と、第１の方向とは異なる第２の方向での位相差を検出する第３の焦点検出領域
および第４の焦点検出領域とを有する。第１の焦点検出領域と第２の焦点検出領域は、互
いに撮像レンズからの光軸に対する距離が異なる。そして、第１の焦点検出領域と第２の
焦点検出領域はそれぞれ、該第１および第２の焦点検出領域の中心とは異なる位置で第３
の焦点検出領域および第４の焦点検出領域と交差することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明の別の側面としての撮像装置は、撮像レンズを介して被写体像を撮像する。該撮
像装置は、上記焦点検出装置と、焦点検出装置の検出結果に基づいて、撮像レンズを駆動
する制御部と、被写体像を撮像して画像信号を出力する撮像素子とを有することを特徴と
する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　一方、再結像レンズユニット１１５は、図６（ｂ）に示すように、射出側に、プリズム
部に対応するレンズ部を有する。なお、かかるレンズ部は、球面を有する。図６（ａ）は
再結像レンズユニット１１５の入射側から見たときの図であり、図６（ｂ）は再結像レン
ズユニット１１５の射出側から見たときの図であるため、上述したレンズ部がプリズム部
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に対して左右逆転して図示されている。再結像レンズユニット１１５は、中央部に、２組
の対のレンズ部１１５ａｏｖ１及び１１５ａｏｖ２と、レンズ部１１５ａｏｈ１及び１１
５ａｏｈ２とを有する。また、再結像レンズユニット１１５は、中央部の左側（図では右
側）に、２組の対のレンズ部１１５ｂｏｖ１及び１１５ｂｏｖ２と、レンズ部１１５ｂｏ
ｈ１及び１１５ｂｏｈ２とを有する。更に、再結像レンズユニット１１５は、中央部の右
側（図では左側）に、２組の対のレンズ部１１５ｃｏｖ１及び１１５ｃｏｖ２と、レンズ
部１１５ｃｏｈ１及び１１５ｃｏｈ２とを有する。なお、レンズ部１１５ａｏは、レンズ
部１１５ａｏｖ１及び１１５ａｏｖ２、レンズ部１１５ａｏｈ１及び１１５ａｏｈ２を総
括するものとする。また、レンズ部１１５ｂｏは、レンズ部１１５ｂｏｖ１及び１１５ｂ
ｏｖ２、レンズ部１１５ｂｏｈ１及び１１５ｂｏｈ２を総括するものとする。同様に、レ
ンズ部１１５ｃｏは、レンズ部１１５ｃｏｖ１及び１１５ｃｏｖ２、レンズ部１１５ｃｏ
ｈ１及び１１５ｃｏｈ２を総括するものとする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　次に、図８を参照して、ファインダー視野における焦点検出領域について説明する。図
８（ａ）は、撮像装置１の焦点板３２の面上を、ペンタプリズム３４及び接眼レンズ３６
を介して観察したファインダー視野と焦点検出領域との関係を示している。焦点板３２は
、撮像レンズ１０の予定結像面近傍に配置されるため、図８における焦点板３２は、予定
結像面と考えてよい。ＣＰは、撮像レンズ１０からの光軸ＯＡ’と焦点板３２（予定結像
面）との交点であり、ファインダー中心（予定結像面の中心）を示している。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　逆投影像１５１ａｖ－１乃至１５１ｃｈ－３は、それぞれ位相差検出方向を長手方向と
し、図７で説明した焦点検出領域が対応している。例えば、１５１ｂｖ-２は、１１６ｂ
ｖ１－２及び１１６ｂｖ２－２による位相差検出方向に対応した方向に広がりを有する。
また、１５１ｂｈ-２は、１１６ｂｈ１－２及び１１６ｂｈ２－２による位相差検出方向
に対応した方向に広がりを有するといった具合である。さらに、１５１ｂｖ-１は、１１
６ｂｖ１－１及び１１６ｂｖ２－１による位相差検出方向に対応した方向に広がりを有す
る。また、１５１ｂｈ-１は、１１６ｂｈ１－１及び１１６ｂｈ２－１による位相差検出
方向に対応した方向に広がりを有するといった具合である。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
　ここで、ファインダー視野１５１の水平方向（第１の方向：添え字ｈ）と垂直方向（第
２の方向：添え字ｖ）での焦点検出領域の交点をクロス焦点検出点と定義する。図８（ｂ
）に示すように、それぞれのクロス焦点検出点を、添え字ｖ又はｈを除いた１５１ａ－１
乃至１５１ｃ－３とする。本実施形態では、分割フィールドレンズ１１１のレンズ部１１
１ａ乃至１１１ｃを透過する光束によって、それぞれ、クロス焦点検出点１５１ａ乃至１
５１ｃが形成される。なお、クロス焦点検出点１５１ａは、３つのクロス焦点検出点１５
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１ａ－１、１５１ａ－２及び１５１ａ－３を含む。クロス焦点検出点１５１ｂは、３つの
クロス焦点検出点１５１ｂ－１、１５１ｂ－２及び１５１ｂ－３を含む。クロス焦点検出
点１５１ｃは、３つのクロス焦点検出点１５１ｃ－１、１５１ｃ－２及び１５１ｃ－３を
含む。また、１５２ｂｈ－１乃至１５２ｂｈ－３は、逆投影像（焦点検出領域）１５１ｂ
ｈ－１乃至１５１ｂｈ－３の広がり中心としての焦点検出領域の中心を示している。同様
に、１５２ｃｈ－１乃至１５２ｃｈ－３は、逆投影像（焦点検出領域）１５１ｃｈ－１乃
至１５１ｃｈ－３の広がり中心を示している。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
　以下、撮像レンズ１０からの光軸ＯＡ’に対して偏心させた分割フィールドレンズ１１
１のレンズ部１１１ｂ及び１１１ｃの水平方向の焦点検出領域の配置について説明する。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　ファインダー中心（予定結像面の中心：撮像レンズからの光軸ＯＡ’の位置）ＣＰから
各クロス焦点検出点の位置までの距離を考えると、クロス焦点検出点１５１ｂ－２及び１
５１ｂ－３については、距離が短く、クロス焦点検出点１５１ｂ－１については、距離が
長い。本実施形態では、距離の近いクロス焦点検出点１５１ｂ－２の水平方向の焦点検出
領域（第１の焦点検出領域：逆投影像）１５１ｂｈ－２の広がり中心１５２ｂｈ－２を、
ファインダー中心ＣＰに対して、クロス焦点検出点（焦点検出領域１５１ｂｈ－２と第３
の焦点検出領域である焦点検出領域１５１ｂｖ－２とが交差する位置）１５１ｂ－２より
遠い位置となるように焦点検出領域を配置している。また、距離の近いクロス焦点検出点
１５１ｂ－３についても、クロス焦点検出点１５１ｂ－２と同様に、焦点検出領域を配置
している。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　次に、ファインダー中心ＣＰからの距離が長いクロス焦点検出点（本実施形態では、ク
ロス焦点検出点１５１ｂ－１）の水平方向の焦点検出領域（第２の焦点検出領域：逆投影
像）１５１ｂｈ－１の配置について説明する。本実施形態では、クロス焦点検出点１５１
ｂ－１の水平方向の焦点検出領域（逆投影像）１５１ｂｈ－１の広がり中心１５２ｂｈ－
１を、ファインダー中心ＣＰに対して、クロス焦点検出点（焦点検出領域１５１ｂｈ－１
と第４の焦点検出領域である焦点検出領域１５１ｂｖ－１とが交差する位置）１５１ｂ－
１より近い位置となるように焦点検出領域を配置している。


	header
	written-amendment

